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◎ 調査の概要 

 
１．調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点

を明らかにする。その結果を、各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編

成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 
 

 
２．調査の内容 
 ○国語・算数 
  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパー  

テストで調査を行うことが適当な項目について調査を実施した。 
 
 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 
  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする 

意識調査を実施した。 
 
 
３．調査の対象 
 市内全市立小学校の第５学年の児童 
 
 
４．調査実施日及び調査対象教科・人数 
 （1）調査実施日  

平成 27 年５月 12 日（火） 

 

 （2）調査対象教科・人数  

小学校第５学年 

        国語                11,341 人  

算数                11,341 人  

生活や学習についてのアンケート   11,344 人 
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２．領域ごとの主な問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 話すこと・聞くこと １（１）（２） （報告書 P.８～９ 問題 P.２参照） 

正答率 97.1％ 

国語 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項  ２（１）（２） 

 （報告書 P.１０～１１ 問題 P.３参照） 

正答率 94.5％ 

正答率 

① 59.4％ 

② 69.7％ 

③ 69.6％ 

④ 76.3％ 

正答率 

① 96.7％ 

② 94.5％ 

③ 97.9％ 

④ 75.2％ 

参考：平成 26年の結果  

同じ漢字を出題 ④ 67.5％ 

参考：平成 26年の結果  

同じ漢字を出題 ④ 73.5％ 
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国語 読むこと ４（２）（４） （報告書 P.４１ 問題 P.８～９参照） 

国語 書くこと ７（１）（２） （報告書 P.１９～２０ 問題 P.１０参照） 

正答率  

（１） ６行以上１０行以内で書いている 70.9％ 

（２）３段落構成で書いている 56.6％ 

① 「自分がどのグラフを選んだのか」がわかるように書かれている 84.4％

② 「選んだグラフを見てわかったこと」が書かれている 77.4％ 

③ 「自分の考え」がはっきりと書かれている 66.5％ 

正答率 71.5％ 正答率 81.9％ 
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３．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

目的に応じて、細かい点に注意して本文全体を読み、内容を要約できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業改善に向けて 

動物クイズを作るという言語活動を想定し、要点や細かい点に注意しながら読み、文章を要約する力

を問う問題である。全国学力・学習状況調査においても、自分の課題を解決するために、図表やグラフ、

絵、写真などが用いられた説明的な文章を読み、効果的に利用する問題が出題されている。 

国語 ５（５） （報告書 P.１７， 問題 P.８参照） 

正答率 30.4％  

正答例「クルミや二まい貝の上を自動車が通ると」 

主な誤答 「クルミ」「二まい貝」という言葉が使われていない。20.2％ 

     （クルミや二まい貝の上を）「自動車が通る」という要素が欠けている 14.6％  

誤答の原因としては、３段落の「その上を自動車が通ると、かたいからがわれ、中身が飛び出し

ます。」という文に着目し、複数の情報を関連付けて書くことが出来なかったことが考えられる。ま

た、〈注意する点〉の指示①にある「クルミ」「二まい貝」という言葉が使われていない解答も見ら

れた。 

 説明的な文章の要点や細かい点に注意しながら読み、引用したり要約したりする力を身に付けさ

せるためには、調べたことを報告したり紹介したりすることなど、子どもにとって目的や必要感の

ある課題解決的な活動を設定することが効果的である。クイズを作ることのほかに、「絵や写真を使

った小冊子にまとめて図書館に展示する」「ポスターを作って地域の人に知らせる」などの言語活動

が考えられる。 

引用や要約を用いる目的を明確にするとともに、分量や時間の制約、元の文章の構成や表現の生
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考
え

、
理

由
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

ウ
（
の

コ
ン

ロ
）

グ
ラ

フ
の

内
容

を
も

と
に

説
明

で
き

て
い

る
◎

◎

31 5

5 7

1
4 5

3
2 5

13 5

ሺ 
 
 
ሻ

9 5

6
1 5

記
述

式
設

問
 

無
答

率
 

16
.2

 

無
答

率
 

25
.8

 

数
と

計
算

 
66

.4
％

 

量
と

測
定

 
53

.2
％

 
 

図
形

 
56

.6
％

 

数
量

関
係

 
60

.1
％

 

数
学

的
な

考
え

方
 

53
.7

％
 

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

 
67

.
9％

 
 

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
 

59
.3

％
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２．領域ごとの主な問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 数と計算 1（１）～（７） （報告書 P.２６～２８ 問題 P.１参照） 

算数 量と測定 1１（１） （報告書 P.３９ 問題 P.１参照） 

平成 27 年度 

１  3.5％ 

２  27.2％（正答） 

３  45.8％ 

４  20.4％ 

平成 26 年度 

１  3.1％ 

２  21.4％（正答） 

３  47.0％ 

４  25.3％ 

参考：平成 26年度、25年の結果

平成 25 年度 

１  3.2％ 

２  22.5％（正答） 

３  47.3％ 

４  24.0％ 

平成 25 年度から３年続けて同じ問題を出題 

正答率 

（１）82.6％  （２）64.5％ 

 

 

 

（３）83.5％  （４）64.9％ 

 

 

 

（５）82.6％  （６）73.8％ 

 

 

 

（７）66.4％ 
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算数 図形 1２ （報告書 P.４１ 問題 P.８～９参照） 

１  30.2％ 

２  32.3％（正答） 

３  16.6％ 

４  14.3％ 

参考：平成 26年の結果 

平行四辺形をコンパスで作図する問題 

正答率 74.5％ 

算数 数量関係 1６ （報告書 P.４６ 問題 P.１４参照） 

正答率 （１）67.7％ （２）54.1％ 

平成 27 年度 平成 26 年度 

参考：平成 26年の結果 

正方形の１辺の長さを周りの長さの関係 

正答率 59.9％ 
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180 度より大きい角について、図から式を考え、例文をもとに「一回転の角度」という言葉

を使って解決の方法を説明する問題として出題した。正答率は、説明 30.3％、式 64.3％、

答え 68.0％であった。昨年度は、式に数値を当てはめる穴埋めの問題で正答率は、75.3％で

あった。このことから、角度を求める方法は理解しているが、そのことを正しく表現できない

ことが明らかとなった。角度を求めるだけで終わってしまい、解決の方法を図形の定義や性質

に基づいて理解していないこと、自分の考えを表現するときに、用語を正しく用いることがで

きないことが推察される。 

指導に当たっては、角度の定義をもとに、180 度を超える角について、操作を通して角の大

きさを見積ること、そして自分の方法を操作したことをもとに、式、言葉などで、正しく記述

させることを大切にしたい。 

３．出題例とその分析 

 

 

○ 出題のねらい 

  180 度より大きい角度を、角が一回転で 360 度であることをもとに解決する方法を説明

し、その角を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業改善に向けて 

算数 1０ （報告書 P.３８， 問題 P.６参照） 

180 度より大きい角度を、ゆうたさんの説明を参考に、「一回転の角度」という言葉を使って、

解決する方法を説明し、式を書いて答えを求める問題を出題した。 

正答率  

説明：30.3％ 式：64.3％ 答え：68.0％
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◎ 生活や学習についてのアンケート  

  授業に対する好感度・理解度・有用感について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「好き」「どちらかといえば好き」

と回答した児童は、国語 70.7%、

社会 63.2%、算数 69.3%、理科

86.8%、総合 82.1%である。平成 25

年度と比較するとすべての教科等

で同程度の結果となっている。ま

た、また、「すきだ」と回答した

児童は理科で 3.4 ポイント、総合

で 3.0 ポイント高くなっている。

「好き」「どちらかといえば好き」

と回答した児童は、国語 69.3%、社

「わかる」「どちらかといえばわ

かる」と回答した児童は、国語

92.1%、社会 84.3%、算数 85.1%、

理科 94.4%である。平成 25 年度と

比較するとすべての教科等で同程

度の結果となっている。 

 

「役に立つ」「どちらかといえば

役に立つ」と回答した児童は、国

語 92.4%、社会 90.5%、算数 95.6%、

理科 88.3%、総合 84.1%である。平

成 25 年度と比較するとすべての

教科等で同程度の結果となってい

る。また「役に立つ」と回答した

児童は国語で 3.3 ポイント、理科

で 3.5 ポイント高くなっている。 

     

今後ともそれぞれの教科において、ねらいを明確にしたわかる授業、そして学習したことが自分の

生活とのつながりを考える授業づくりを進めていく必要がある。  

28.5
31.4

28.7
28.2

38.1
40.2

55.6
59

44.7
47.7

41.2
39.3

34.8
35

29.7
29.1

29.7
27.8

36
34.4

0 20 40 60 80 100

H25
H27
H25
H27
H25
H27
H25
H27
H25
H27

国
語

社
会

算
数

理
科

総
合

%小学校 好感度

すきだ どちらかといえばすきだ

57.2
59.4

47.9
48.3

55.2
55.7

67.1
69.2

35.1
32.7

36.4
36
30.1
29.4

26.9
25.2

0 20 40 60 80 100

H25
H27
H25
H27
H25
H27
H25
H27

国
語

社
会

算
数

理
科

%小学校 理解度

わかる どちらかといえばわかる

62
65.3

58.9
61.4

74.9
78.3

50.7
54.2

49.6
49.4

29.6
27.1

30.6
29.1

20.2
17.3

36.2
34.1

34.8
34.7

0 20 40 60 80 100 120

H25
H27
H25
H27
H25
H27
H25
H27
H25
H27

国
語

社
会

算
数

理
科

総
合

%小学校 有用感

役に立つ どちらかといえば役に立つ
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自尊意識・将来に関する意識などについて 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校では、ものごとを最後までやり遂げ、友達や教師から評価され、自分のよさを感じられる体験

や将来の夢や目標を考える学習をそれぞれの発達段階に応じて積み重ねていくことが大切である。

これらの数値については、経年での変化や全国調査との関係を見ていく必要がある。 

「あてはまる」、「どちらかとい

えば、あてはまる」と回答した児

童は、それぞれの設問に対して、

「自分には、よいところがあると

思いますか。」77.5％、「難しい

ことでも、失敗を恐れないで挑戦

していますか。」81.1％、「将来

の夢や希望を持っていますか。」

88.4％、「自分の住んでいる町が

好きですか。」92.4％、「友達と

協力しながら、活動したり勉強し

たりすることは好きですか。」

89.6％、「友達と協力しながら、

活動したり勉強したりすること

が好きですか」89.6％である。 

 

29 48.5

0 20 40 60 80 100

H27

%「よいところがあると思う」

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

34.1 47

0 20 40 60 80 100

H27

%「失敗を恐れないで挑戦している」

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

72.8 15.6

0 20 40 60 80 100

H27

%
「将来の夢や希望を持っている」

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

61

68.9

32.3

23.5

0 20 40 60 80 100

H26

H27

%
「自分の町が好き」

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

「自分の町が好き」では、昨年度

と比較すると、「あてはまる」と

回答した児童が7.9ポイント高く

なっている。 

50.2

56.8

40.5

32.8

0 20 40 60 80 100

H26

H27

%
「友達と協力して活動する」

あてはまる どちらかといえば、あてはまる

「友達と協力して活動する」で

は、昨年度と比較すると、「あて

はまる」と回答した児童が 6.6 ポ

イント高くなっている。 

77.5 

81.1

88.4

93.3 

92.4 

90.7 

89.6
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◎ 調査結果の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供 

【
わ
か
り
や
す
い
提
示
】
 

分
析
と
解
答
用
紙
を
見
開
き
な
っ
て

お
り
、
小
問
ご
と
に
学
習
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

【
様
々
な
情
報
提
供
】
 

小
問
別
、
領
域
別
、
観
点
別
に
川
崎
市
平
均
正
答
率
と
結

果
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

児童生徒・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善

に役立てます。 
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【
意
識
調
査
】
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、
国
語
、
社
会
、
算
数
、

理
科
に
つ
い
て
授
業
の
理
解
度
な
ど
に
つ
い
て
選
択
肢
別

の
回
答
率
と
回
答
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。
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